
 

                                                           

 
 

令和７年度 御下賜
ご か し

金
きん

の伝達について 

 (趣旨) 

 毎年、天皇誕生日（２月２３日）に際し、天皇陛下より社会福祉事業御奨励の 

思召
おぼしめし

をもって、優良民間社会福祉事業施設・団体に対し金一封が下賜
か し

されるもの。 

(対象：全国で６７施設・団体) 

１  伝達日時    令和８年２月１８日(水) １１時００分から 

２  伝達場所    県庁行政庁舎４階  特別会議室 

３ 伝 達 者   知事 

４  拝受施設    特別養護老人ホームゆきわりそう  

入所定員  ８０人（前年度平均入所者数 約６０人） 

                所 在 地   輪島市門前町深田２２－４２ 

施 設 長   山上 公介（やまがみ こうすけ） 

                施設開設   平成１７年９月１日 

５  経営主体    社会福祉法人  白字会（はくじかい） 

        所 在 地   輪島市門前町深田２２－４２ 

                理 事 長  山上 公介（やまがみ こうすけ） 

                法人設立   平成１６年８月２０日 

６  拝受施設について 

  当施設は、和顔愛語（明るい笑顔、やさしい言葉、元気な挨拶）を基本理念とし、

利用者一人一人の意思及び人格を尊重した個別ケアを実践するとともに、利用者が

相互に社会的関係を築きながら、自律的な日常生活を営むことを目的にサービスの

提供に取り組んでいる。 

  具体的には、鉄筋コンクリート造３階建ての建物に８０室を設け、プライバシー

保護と快適な生活空間の提供の観点から全室個室としている。  

 また、各階に設けられた公共的スペースでは、レクリエーションやカラオケなど

を行い、利用者同士が交流を深め合っている。  

令和６年能登半島地震では、施設に被害を受けながらも１日も休止することなく

運営を継続するとともに、発災直後には輪島市との協定に基づき福祉避難所を開設

し、避難者の受け入れも行った。 

災害復旧工事も終え、一時休止していた併設のデイサービスも再開しており、当

施設は、今後とも、介護サービスの提供のみならず、避難者が被災地に戻り地域が

復興していくために欠かせない、大変重要な役割を担っている。  

７  近年の拝受状況 

      (伝達式)           (施設種別)          (施設名) 

   令和７年２月 21 日  養護老人ホーム    ふるさと能登（輪島市） 

令和６年２月 23 日  特別養護老人ホーム  いずみ園（金沢市） 

令和８年２月１６日 

長寿社会課長 窪田 譲 

076-225-1415（内線 4040） 


